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広報ながしま  2026年3月号  ｜  ２

令和8年（2026年） No.240

3
癒しの景観を歩く～獅子島ウォーク２０２６～／～濵田重則さ

ん瑞宝双光章を受章～教育と地域活動の貢献に光

～曲は「ハピネス」に決定～音響道路「メロディーライン」が

完成／浄化槽設置の補助金額が変わります

物価高応援・プレミアム付商品券／窓口業務時間延長／平

尾歯科診療所の診察日時変更

乗合バスの定期券を発行しています／茶園周辺の農薬散布

に注意

農業振興計画変更の受付停止期間／ぶり奨学金の補助金申請

オーラルフレイルにご用心～地域包括支援センターだより～

自衛官採用案内／町長動静

知っ得ボックス

まちの話題

地域おこし協力隊通信

長島文芸／町立図書館のおすすめ

ハッピースマイル～１歳おめでとう～／うぶ声・お悔やみ／

編集後記／訂正とお詫び

［裏表紙］第16回夢追い長島花フェスタ

令和８年２月２８日現在 ※（ ）は前月比

4,300 （-３）

（-14）

（-７）

（-21）

4,682
4,453
9,142

 ２月３日 （火） 10時58分

　２月３日、平尾保育園で
豆まきが行われました。
　鬼の帽子をかぶった園児
たちは、豆の代わりに柔ら
かいボールを鬼に投げたり、
友達と投げ合ったりして、
豆まきを楽しんだ様子でし
た。

（関連記事＝ P ６）
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３ ｜  広報ながしま  2026年3月号

癒
し
の
景
観
を
歩
く

　
～
獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
２
０
２
６
～

　
２
月
１
日
、
早
朝
か
ら
、
獅
子
島

ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
周
辺
に
は
諸

浦
港
や
水
俣
港
、
中
田
港
か
ら
定
期

船
や
貸
切
船
な
ど
を
利
用
し
て
、
獅

子
島
ウ
ォ
ー
ク
の
参
加
者
ら
が
集
ま

り
ま
し
た
。
前
日
か
ら
島
内
の
民
宿

に
宿
泊
し
て
大
会
に
臨
ん
だ
参
加
者

も
い
て
、島
中
が
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
発
着
点
周
辺
で
は
、
獅
子

島
の
特
産
品
販
売
や
町
内
事
業
者
の

出
品
が
あ
り
、
特
産
品
や
飲
食
物
を

買
い
求
め
る
参
加
者
で
活
気
に
あ
ふ

れ
、
出
発
前
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
獅
子
島
小
・
中
学
校
の
子
ど
も

た
ち
が
、
獅
子
島
太
鼓
を
披
露
し
、

参
加
者
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
に
ス
タ
ー
ト
す
る
と

参
加
者
は
、
七
郎
山
の
山
頂
を
見

据
え
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
獅
子

島
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
前
進

し
ま
し
た
。
中
継
地
点
で
は
、
地

元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
ポ
ン
カ
ン

や
あ
め
玉
の
配
布
が
あ
り
、
参
加

者
は
ひ
と
息
つ
い
て
ゴ
ー
ル
へ
の

歩
み
を
進
め
ま
し
た
。

　

初
参
加
し
、
抽ち
ゅ
う
せ
ん選
で
は
タ
イ
が

当
た
っ
た
檜
物
あ
り
さ
さ
ん
（
薩

摩
川
内
市
）
は
「
き
れ
い
な
景
色

に
と
て
も
癒
さ
れ
た
。
長
距
離
を

歩
く
の
は
苦
手
だ
が
ゴ
ー
ル
後
の

達
成
感
が
あ
る
、
誘
っ
て
く
れ
た

仲
間
に
感
謝
。
タ
イ
の
調
理
方
法

は
帰
り
に
考
え
た
い
」
と
充
実
し

た
表
情
で
話
し
ま
し
た
。

～
濵
田
重
則
さ
ん
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
～

教
育
と
地
域
活
動
の
貢
献
に
光

　
長
年
に
わ
た
る
教
育
振
興
へ
の
功

績
を
た
た
え
、
濵
田
重
則
さ
ん
（
馬

込
・
写
真
中
央
）
が
瑞
宝
双
光
章
を

受
章
さ
れ
、
２
月
９
日
、
川
添
健
町

長
と
大
野
憲
久
教
育
長
か
ら
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

濵
田
さ
ん
の
教
職
へ
の
道
は
昭

和
39
年
か
ら
始
ま
り
、
34
年
間
公

立
小
学
校
で
勤
務
し
ま
し
た
。
若

い
こ
ろ
か
ら
「
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
に
真
摯
に
向
き
合
う
」
こ
と
を

信
条
と
し
て
、
児
童
の
基
礎
学
力

向
上
や
豊
か
な
心
の
育
成
を
心
掛

け
て
、
よ
り
良
い
教
育
現
場
づ
く

り
に
ま
い
進
し
ま
し
た
。

　
蔵
之
元
小
学
校
勤
務
時
代
に
は
、

地
域
伝
統
の
棒
踊
り
を
道
徳
教
育
に

取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
、
郷
土
愛
の

醸
成
を
図
り
、
浜
田
小
学
校
（
鹿
屋

市
）
教
頭
や
平
尾
小
学
校
長
を
歴

任
。
管
理
職
と
し
て
「
子
ど
も
が
主

役
の
学
校
づ
く
り
」
を
念
頭
に
、
教

職
員
一
丸
と
な
っ
て
教
育
環
境
の
整

備
や
授
業
改
善
に
取
り
組
み
、
学
校

全
体
の
教
育
力
を
高
め
る
こ
と
に
全

力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　
教
育
の
現
場
を
離
れ
て
も
出
身
の

馬
込
自
治
公
民
館
長
や
町
自
治
公
民

館
連
絡
協
議
会
の
会
長
を
務
め
る
な

ど
、
そ
の
情
熱
は
衰
え
る
こ
と
な

く
、
平
成
30
年
の
汐
見
小
学
校
の
閉

校
の
際
は
実
行
役
員
と
し
て
地
域
の

絆
を
次
世
代
へ
繋
ぐ
た
め
に
尽
力
し

ま
し
た
。

　
「
教
育
に
対
す
る
誠
実
な
姿
勢
」

と
「
地
域
社
会
と
の
強
い
絆
」
を
体

現
し
て
き
た
濵
田
さ
ん
の
功
績
は
、

地
域
の
教
育
・
自
治
の
発
展
に
大
き

な
足
跡
を
残
し
て
い
ま
す 

。

続々と笑顔でスタート続々と笑顔でスタート

ポンカンを食べてひと息ポンカンを食べてひと息

タイが当たった檜物さんタイが当たった檜物さん

会場を盛り上げた獅子島太鼓会場を盛り上げた獅子島太鼓 山頂までもう少し山頂までもう少し



広報ながしま  2026年3月号  ｜  ４

～
曲
は
「
ハ
ピ
ネ
ス
」
に
決
定
～

音
響
道
路
「
メ
ロ
デ
ィ
ー
ラ
イ
ン
」
が
完
成

　

２
月
上
旬
、
汐
見
地
区
の
東
シ

ナ
海
を
眺
め
る
国
道
３
８
９
号
に

音
響
道
路
（
メ
ロ
デ
ィ
ー
ラ
イ
ン
）

が
完
成
し
ま
し
た
。

　

音
響
道
路
は
、
路
面
に
細
い
溝

を
切
り
込
み
、
そ
の
路
面
を
制
限

速
度
で
走
る
と
車
内
に
音
楽
が
流

れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
も

の
で
、
交
通
事
故
防
止
や
新
た
な

観
光
策
の
一
つ
と
し
て
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　
曲
は
、
昨
年
夏
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
見
合
う
曲
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
町
内
外
か
ら
１
０
０
件

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
他
県
な

ど
で
す
で
に
使
用
さ
れ
て
い
る
曲

や
、
テ
ン
ポ
が
速
く
不
向
き
、
音

の
幅
が
あ
る
た
め
見
合
わ
な
い
な

ど
と
い
っ
た
曲
を
除
き
、
応
募
数

が
多
か
っ
た
曲
の
中
か
ら
、
鹿
児

島
県
出
身
で
国
内
外
で
も
人
気
の

あ
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、

Ａあ

いＩ
さ
ん
の
「
ハ
ピ
ネ
ス
」
に
決

ま
り
ま
し
た
。

　

道
路
の
愛
称
は
「
メ
ロ
デ
ィ
ー

ラ
イ
ン
」
で
、
ド
ラ
イ
ブ
で
訪
れ

た
人
た
ち
が
笑
顔
に
な
っ
て
幸
福

(
ハ
ピ
ネ
ス)

が
舞
い
降
り
る
よ
う

願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

風
光
明
媚
な
景
観
と
一
緒
に
家

族
や
友
人
な
ど
と
ド
ラ
イ
ブ
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
メ
ロ

デ
ィ
ー
は
制
限
速
度
（
時
速
50
㌔
）

で
走
行
す
る
と
聞
き
取
り
や
す
い

設
定
に
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
建
設
課
工
務
係

　
☎（
86
）１
１
３
２［
直
通
］

浄
化
槽
設
置
の
補
助
金
額
が
変
わ
り
ま
す

　
令
和
８
年
度
か
ら
浄
化
槽
の
設

置
整
備
な
ど
に
対
す
る
補
助
金
額

が
変
わ
り
ま
す
。

　
金
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
浄
化
槽
の
設
置
を
検
討
し
て
い

る
か
た
は
早
め
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
予
算
の
範
囲
で
受
け
付
け

ま
す
が
、
工
事
完
了
予
定
が
令
和

９
年
３
月
末
ま
で
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
水
道
課
下
水
道
係

　
☎（
86
）１
１
１
４［
直
通
］

●浄化槽本体設置
（新築・単独処理浄化槽転換・くみ取り便槽転換）に対する補助額　

人槽区分 補助金額（上限額）

５人槽 332,000 円

７人槽 414,000 円

１０人槽 548,000 円

●宅内配管
（単独処理浄化槽転換、くみ取り便槽転換）、
単独処理浄化槽撤去、くみ取り便槽撤去に対する補助額

対象区分 補助金額（上限額）

宅内配管
単独処理浄化槽転換 330,000 円

くみ取り便槽転換 330,000 円

単独処理浄化槽撤去 150,000 円

くみ取り便槽撤去 120,000 円



5 ｜  広報ながしま  2026年3月号

物
価
高
応
援
・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
水
産
景
観
課
商
工
観
光
係　
　

　
☎（
86
）１
１
３
７［
直
通
］

　
物
価
高
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
を
販
売
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
５
千
円
の
購
入
で

１
万
５
千
円
分
の
買
い
物
が
で
き
る

商
品
券
を
１
人
１
冊
限
定
で
、
購
入

で
き
ま
す
（
同
封
の
商
品
券
引
換
券

が
な
い
と
購
入
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
）。

　
商
品
券
の
引
換
券
は
、
４
月
上
旬

頃
に
発
送
予
定
で
す
。

※
同
券
は
、次
の
よ
う
な
封
筒
（
例
）

で
届
き
ま
す
。
引
き
換
え
ま
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
回
は
役
場
で
の
販
売
と
な
り
ま
す
。

※
封
筒
の
色
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。　

【
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
】

　
購
入
の
際
は
、
各
世
帯
に
送

付
さ
れ
る
「
商
品
券
購
入
引
換

券
」
を
必
ず
役
場
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

●
販
売
窓
口　

 

　
役
場
・
指
江
支
所

　
曜
日
や
時
間
に
つ
い
て
は
広

報
な
が
し
ま
４
月
号
で
詳
細
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
販
売
期
間　
　

　
４
月
中
旬
以
降

●
有
効
期
限　
　

　
９
月
30
日
（
水
）

※
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、

無
効
と
な
り
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

窓
口
業
務
時
間
延
長

　
町
で
は
、春
の
異
動
時
期
に
伴
い
、

次
の
期
間
で
窓
口
業
務
の
時
間
を
延

長
し
ま
す
。
住
民
登
録
な
ど
の
異
動

手
続
き
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
職
員
係

　
☎（
86
）１
１
１
１［
直
通
］

実施期間 時間 担当課

３月 30 日（月）
～４月３日（金）

午後５時 15 分
～午後７時

・町民保健課 

・福祉事務所

・水道課

・会計課

・総合管理課

月 火 水 木 金 土 日

第１・３・５週 〇 〇 〇 × 〇 △ ×

第２・４週 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

平
尾
歯
科
診
療
所
の

　
診
察
日
時
変
更

　
４
月
１
日
か
ら
、
平
尾
歯
科
診
療

所
の
診
察
時
間
お
よ
び
診
察
日
が
次

の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

〇
診
察
時
間

・
午
前　
午
前
８
時
30
分
～
正
午　

・
午
後　
午
後
１
時
30
分
～
５
時
30
分

〇
診
察
日

　
〇
は
１
日
、△
は
半
日
診
療
と
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
平
尾
歯
科
診
療
所

　
☎（
88
）３
６
０
０

※
封
筒
（
例
）

「物価高応援プレミアム付商品券　購入引換券」在中
※購入まで必ず保管してください
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問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
政
課
農
政
係

　
☎︎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］

茶
園
周
辺
の
農
薬
散
布
に
注
意

　
出
水
地
区
茶
業
振
興
協
会
で
は
、

一
番
茶
が
始
ま
る
４
月
以
降
に
「
お

知
ら
せ
旗
」
を
設
置
し
ま
す
。
茶
園

に
隣
接
す
る
耕
作
者
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
お
知
ら
せ
旗
と
は

　
茶
葉
の
収
穫
直
前
の
周
知
を
目
的

と
し
て
、
収
穫
予
定
の
10
日
前
か
ら

収
穫
が
終
わ
る
ま
で
茶
園
に
設
置
し

ま
す
。

〇
お
知
ら
せ
旗
が
設
置
さ
れ
た
ら

　
茶
園
に
隣
接
す
る
畑
を
防
除
す
る

際
に
は
、
風
向
き
に
留
意
す
る
な

ど
、
農
薬
の
飛
散
防
止
に
協
力
く
だ

さ
い
。

黄色の旗が目印です黄色の旗が目印です

乗
合
バ
ス
の
定
期
券
を
発
行
し
て
い
ま
す

　
令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら
運
行
し

て
い
る
長
島
町
乗
合
バ
ス
は
、
令
和

７
年
10
月
１
日
か
ら
有
料
運
行
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
料
金
は
全
区
間
統
一
料
金
で
、
高

校
生
に
限
定
し
た
定
期
券
を
発
行
し

て
い
ま
す
の
で
、
発
行
希
望
者
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　
☎（
86
）１
１
３
４［
直
通
］

※障がい者などは半額になります。

中学生以上 ２００円

小学生 １００円

未就学児 無料

全区間（平尾車庫～だんだん市場前）統一料金

高校生定期券の紹介
【定期の種類】　　片道・往復
【定期券の期限】　１カ月・３カ月
【定期券の色】　
〇往復　（白色）
〇片道
　だんだん行き（緑色）
　平尾車庫行き（黄色）

※高校生定期券の料金一覧は、上の二次元コードから閲覧できます。

見本

見本見本

見本
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農
業
振
興
計
画
変
更
の
受
付
停
止
期
間

　
町
で
は
、
令
和
７
年
度
か
ら
令
和

８
年
度
に
か
け
て
長
島
農
業
振
興
地

域
整
備
計
画
の
全
体
見
直
し
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
県
や
関
係
機
関
と
の

協
議
や
意
見
聴
取
な
ど
の
た
め
、
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変
更
申
出

（
除
外
・
編
入
・
用
途
変
更
）
の
受

付
を
一
定
期
間
停
止
し
ま
す
。

　
現
在
、
除
外
申
請
な
ど
を
検
討
さ

れ
て
い
る
か
た
は
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

皆
さ
ん
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
受
付
停
止
期
間
】

　
４
月
１
日
か
ら
令
和
９
年
３
月
31

日
ま
で
（
予
定
）

※
例
え
ば
、
農
用
地
区
域
（
田
・
畑

な
ど
）
に
住
宅
を
建
築
し
た
い
場
合

な
ど
は
、
区
域
か
ら
の
除
外
の
手
続

き
が
必
要
で
す
の
で
、
現
在
検
討
中

の
か
た
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
政
課
農
村
振
興
係

　
☎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］

　
ぶ
り
奨
学
金
の
連
携
金
融
機
関
で

あ
る
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
か
ら

「
ぶ
り
奨
学
ロ
ー
ン
」
元
金
・
利
息

証
明
書
が
発
行
さ
れ
た
か
た
は
、
利

子
お
よ
び
元
金
（
対
象
者
の
み
）
に

相
当
す
る
額
の
ぶ
り
奨
学
金
補
助
金

申
請
が
で
き
ま
す
。
補
助
金
申
請
を

希
望
す
る
場
合
は
、
次
の
も
の
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
必
要
な
も
の

・
ぶ
り
奨
学
ロ
ー
ン
の
返
済
額
を
証

明
す
る
書
類

・
申
請
す
る
保
護
者
な
ど
の
印
鑑

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
を
証

明
す
る
書
類

・
世
帯
全
員
の
納
税
証
明
書

・
預
金
通
帳
の
写
し
な
ど

　（
初
め
て
申
請
す
る
か
た
）

〇
提
出
先　

　
町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
（
指
江
支
所
２
階
）

〇
申
請
期
限　
４
月
30
日
（
木
）

※
利
子
相
当
分
は
、
特
別
な
事
情
の
あ

る
場
合
、
３
年
さ
か
の
ぼ
っ
て
請
求
で

き
ま
す
が
、
元
金
相
当
分
（
対
象
者
の

み
）
は
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
長
島
支
店

　
☎
（
86
）
１
１
１
６

　
町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
☎
（
88
）
５
６
７
９
［
直
通
］

ぶ
り
奨
学
金
の
補
助
金
申
請
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【答え】

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に
ご
用
心

　
～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

　
町
で
は
、
健
康
寿
命
の
維
持
の
た

め
に
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
予
防
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
予
防
は
、
噛
む
・
飲
み
込
む
力
の

維
持
や
誤ご
え
ん嚥
性
肺
炎
、
低
栄
養
、
要

介
護
リ
ス
ク
の
低
減
に
非
常
に
効
果

的
で
す
。

　

日
常
的
な
口
腔
体
操
や
定
期
的

な
歯
科
検
診
に
よ
り
、
初
期
段
階

な
ら
高
い
改
善
率
（
70
代
前
半
で

約
60
㌫
）
が
期
待
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係

　
☎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　
「
か
た
い
も
の
が
食
べ
に
く
く
な
っ
た
」「
む
せ
る
こ
と
が
あ
る
」
な
ど

の
お
口
の
不
調
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
そ
の
さ
さ
い
な
不
調
は
、
も
し
か
す
る
と
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
は
お
口
の
さ
さ
い
な
衰
え
や
食
の
偏
り

な
ど
を
含
ん
だ
「
お
口
の
中
の
虚
弱
」
の
こ
と
で
、
放
置
す
る
と
や
が
て

全
身
の
機
能
低
下
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

噛
む
力
と
飲
み
込
む
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う

【
噛
む
力
を
鍛
え
る
口
腔
体
操
】

〇
30
回
噛
む
（
噛
む
力
を
つ
け
て
お
い
し
く
食
べ
る
）

　
食
事
の
際
に
、
ひ
と
口
に
つ
き
30
回
よ
く
噛
ん
で
飲
み
込
み
ま
す
。

　
30
回
に
な
る
よ
う
、
食
材
ご
と
に
ひ
と
口
の
量
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

【
飲
み
込
む
力
を
鍛
え
る
口
腔
体
操
】

①
ぶ
く
ぶ
く
う
が
い

　
（
頬
や
舌
を
ス
ム
ー
ズ
に
動
か
す
体
操
）

　
水
を
口
に
含
み
、
頬
全
体
を
膨
ら
ま
せ
、

３
回
ほ
ど
ぶ
く
ぶ
く
す
る
。

②
が
ら
が
ら
う
が
い
（
舌
の
奥
の
筋
力
を
高
め
て
飲
み
込
む
機
能
を
維
持

す
る
体
操
）

　
水
を
お
口
に
含
ん
で
上
を
向
き
、
の
ど
の
奥
で
15
秒

ほ
ど
が
ら
が
ら
す
る
。

③
パ
タ
カ
ラ
体
操
（
お
口
ま
わ
り
の
筋
肉
と
、飲
み
込
む
力
を
鍛
え
る
体
操
）

　
「
パ
」「
タ
」「
カ
」「
ラ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
10
回
繰
り
返
し
発
音
す
る
。

「パ」唇をしっかり閉じて発音する

「タ」舌を上あごにしっかりとくっつけて発音する

「カ」喉の奥に力を入れて、喉を閉めて発音する

「ラ」舌を丸め、舌先を上の前歯の裏につけて発音する

　
　
　

「人生会議しとこう」「人生会議しとこう」

　元気な今こそACP を始める好機で
す。自分の価値観や大切にしたい時間
を振り返り、将来の医療やケアについ
て話し合うことで、納得できる選択が
できます。

　
　
　

文字を並べ替えて、正しい言葉にしま
しょう。（　）の中はヒントです。

①	 ごまたきや（お弁当のおかずの定番）
②	 てんしゃじ（ペダルをこいで進みます）
③	 ぞいうこれ（食べ物や飲み物を冷やして保存）
④	 ろぶんてろ（景色を楽しみながら温まる）
⑤	 だれんかー（今日は何月何日）

①たまごやき　②じてんしゃ　③れいぞうこ　④ろてんぶろ　⑤かれんだー（カレンダー）
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月
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２
日（
月
）

５
日（
木
）

６
日（
金
）

７
日（
土
）

８
日（
日
）

９
日（
月
）

13
日（
金
）

14
日（
土
）

16
日（
月
）

17
日（
火
）

19
日（
木
）

21
日（
土
）

22
日（
日
）

24
日（
火
）

25
日（
水
）

27
日（
金
） 土

地
改
良
政
治
連
盟
幹
事
会

土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

出
水
地
区
民
生
委
員

児
童
委
員
連
絡
協
議
会
研
修
会
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

森
林
整
備
公
社
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

令
和
７
年
度
鹿
児
島
県
原
子
力
防
災
訓
練
（
町
内
）

ラ
イ
オ
ン
ズ
旗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
町
内
）

北
薩
広
域
理
事
会
（
出
水
市
）

濵
田
重
則
さ
ん
叙
勲
伝
達
（
役
場
）

離
島
セ
ン
タ
ー
理
事
会・離
島
セ
ン
タ
ー
評
議
委
員
会（
東
京
都
）

美う
ま
か味
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
広
島
（
広
島
市
）

市
町
村
長
研
修
会

町
村
会
定
期
総
会
（
鹿
児
島
市
）

治
山
林
道
協
会
理
事
会

漁
港
漁
場
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

北
薩
地
域
土
改
連
連
絡
協
議
会
（
さ
つ
ま
町
）

か
ご
し
ま
長
島
会
（
鹿
児
島
市
）

ド
ラ
ム
・
タ
オ
公
演
（
昼
・
夜
）
あ
い
さ
つ
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

農
業
信
用
基
金
協
会
第
５
回
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

水
産
業
振
興
推
進
協
議
会
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

離
島
セ
ン
タ
ー
設
立
60
周
年
記
念
式
典
（
東
京
都
）

　
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
隊
本
部

で
は
、
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
派
遣
で
の
活
躍
や
国
際
貢
献
、

航
空
機
・
艦
艇
・
潜
水
艦
で
の
勤
務

な
ど
多
種
多
様
な
業
務
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

　
薩
摩
川
内
出
張
所

　
☎ 

０
９
９
６（
22
）２
４
０
１

自
衛
官
採
用
案
内

引
用
：
自
衛
隊
総
合
採
用
案
内
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長
島
町
×
北
欧
フ
ェ
ア
を
開
催

　
シ
ェ
ラ
ト
ン
鹿
児
島
で
長
島
町
の
食
材
を

活
か
し
た「
長
島
町
×
北
欧
フ
ェ
ア
」を
開
催

中
で
す
。
長
島
を
代
表
す
る
海
の
幸
や
山
の

幸
を
使
っ
た
こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
会
場

　
シ
ェ
ラ
ト
ン
鹿
児
島

〇
期
間

　
４
月
１
日（
水
）ま
で　

〇
メ
ニ
ュ
ー
例

・
タ
ル
ト
レ
ッ
タ
―（
鶏
と
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ

ラ
の
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
煮
）デ
ン
マ
ー
ク

・
プ
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ス
ク
ル（
タ
ラ
と
ジ
ャ
ガ
イ

モ
の
グ
ラ
タ
ン
）ア
イ
ス
ラ
ン
ド

・
エ
ー
ブ
ル
フ
レ
ス
ク（
ベ
ー
コ
ン
と
リ
ン
ゴ

の
炒
め
物
）デ
ン
マ
ー
ク

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
水
産
景
観
課
商
工
係

　
☎（
86
）１
１
３
７

住
所
等
変
更
登
記

　
法
務
局
で
は
、４
月
１
日
か
ら
不
動
産
所
有

者
の
氏
名
や
住
所
の
変
更
登
記（
住
所
等
変
更

登
記
）の
義
務
化
が
始
ま
り
ま
す
。
同
義
務
化

は
、登
記
名
義
人
の
住
所
や
氏
名
を
変
更
し
た

日
か
ら
２
年
以
内
に
変
更
手
続
を
行
う
こ
と
、

正
当
な
理
由
な
く
手
続
き
を
怠
っ
た
場
合
、

５
万
円
以
下
の
過
料
が
科
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
法
務
省「
住
所
等
変
更

登
記
の
義
務
化
特
設
ペ
ー
ジ（
次
の
二
次
元

コ
ー
ド
）」か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　
☎︎
０
９
９
６（
２
２
）２
３
０
０

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

　
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
は
、家
庭
裁
判

所
で
の
検
認
が
不
要
で
あ
る
こ
と
、遺
言
者
本

人
が
死
亡
し
た
場
合（
相
続
発
生
後
）に
法
務

局
が
指
定
人
に
通
知
を
行
う
こ
と
、遺
言
書
原

本
は
相
続
発
生
後
50
年
間
、法
務
局
で
厳
重
に

保
管
さ
れ
る
こ
と
、保
管
に
係
る
手
数
料
は
１

件
３
千
９
０
０
円
と
安
価
で
申
請
で
き
ま
す
。

　
遺
言
者
本
人
が
法
務
局
に
出
向
い
て
申
請
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
や
遺
言
書
内
容
の
精
査
・
相
談

に
は
応
じ
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　
☎︎
０
９
９
６（
２
２
）２
３
０
０

海
上
保
安
庁
職
員
募
集
案
内

　
海
上
保
安
庁
で
は
、次
の
と
お
り
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

　
試
験
の
詳
細
は
、第
十
管
区
海
上
保
安
本
部

総
務
部
人
事
課
に
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
国
家
公

務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」

（
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
）か
ら
閲
覧

で
き
ま
す
。

【
海
上
保
安
学
校
生
採
用
試
験（
特
別
）（
10
月
採
用
）】

〇
受
付
期
限

　
３
月
23
日（
月
）※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

〇
試
験
日

・
第
１
次
試
験
日　
５
月
10
日（
日
）

・
第
２
次
試
験
日　

　
６
月
３
日（
水
）
～
６
月
24
日（
水
）

・
最
終
合
格
発
表
日　
７
月
24
日（
金
）

〇
受
験
資
格

ア　
令
和
８
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等
学
校

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
13
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
お

よ
び
令
和
８
年
９
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は

中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

イ　
人
事
院
が
ア
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

【
海
上
保
安
官
採
用
試
験（
令
和
９
年
４
月
採
用
）】

〇
受
付
期
限

　
３
月
23
日（
月
）※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

〇
試
験
日

・
第
１
次
試
験
日　
５
月
24
日（
日
）

・
第
２
次
試
験
日　

　
７
月
７
日（
火
）
～
７
月
14
日（
火
）

・
最
終
合
格
発
表
日　
８
月
12
日（
水
）

〇
受
験
資
格

　
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
、

大
学（
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）を
卒

業
し
た
者
お
よ
び
令
和
９
年
３
月
ま
で
に
大

学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
並
び
に
人
事
院

が
こ
れ
ら
の
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
者

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
総
務
部
人
事
課

　
☎
０
９
９（
２
５
０
）９
８
０
０

「
イ
ク
ド
リ
！
宣
言
」企
業
認
証　
　

　
九
州
地
域
戦
略
会
議
で
、男
性
の
育
児
休
業

取
得
が
ご
く
自
然
で
、社
会
全
体
で
子
育
て
を

す
る
九
州
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、男
性
の
２

週
間
以
上
の
育
児
休
業
取
得
を
推
進
す
る
企

業
を
後
押
し
す
る「
イ
ク
ド
リ
！
宣
言
」企
業

認
証
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
認
証
を
受
け

る
と
、男
性
の
育
児
休
業
取
得
推
進
企
業
と
し

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
告
、名
刺
な
ど
の
広
報

活
動
に
役
立
つ「
イ
ク
ド
リ
！
宣
言
」マ
ー
ク

を
利
用
で
き
ま
す
。 (

制
度
の
詳
細
は「
イ
ク

ド
リ
」で
検
索)

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
雇
用
労
政
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
０
１
４

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
実
施

　
県
で
は
、こ
れ
ま
で
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

を
受
け
た
こ
と
の
な
い
か
た
を
対
象
に
、肝
炎

ウ
イ
ル
ス
無
料
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
治
療
を
し
な
け
れ
ば
肝

硬
変
や
肝
が
ん
な
ど
へ
と
重
症
化
す
る
可
能

性
が
あ
る
病
気
で
す
。
早
期
発
見
・
治
療
の

た
め
に
早
め
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

〇
実
施
場
所

　
県
内
各
保
健
所
、一
部
の
医
療
機
関

※
実
施
医
療
機
関
な
ど
の
詳
細
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。（
次
の
二
次
元

コ
ー
ド
）

※
検
査
は
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

検
査
を
受
け
る
機
関
へ
あ
ら
か
じ
め
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
感
染
症
対
策
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
７
２
４

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

　
鹿
児
島
労
働
局
で
は
、労
働
基
準
監
督
採
用

試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
し
込
み
は
、次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

〇
受
験
資
格

①
平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
17
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
者

②
平
成
17
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で

次
に
掲
げ
る
も
の

Ⅰ
．
大
学（
短
大
を
除
く
）を
卒
業
し
た
者
お

よ
び
令
和
９
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
者

Ⅱ
．
人
事
院
が
Ⅰ
に
掲
げ
る
者
と
同
様
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

〇
試
験
区
分
お
よ
び
採
用
予
定
者

・
労
働
基
準
監
督
Ａ（
法
文
系
・
１
４
５
人
）

・
労
働
基
準
監
督
Ｂ（
理
工
系
・
35
人
）　

〇
第
１
次
試
験
日

　
５
月
24
日（
日
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
労
働
局
総
務
部
総
務
課
人
事
係

　
☎
０
９
９（
２
２
３
）８
２
７
５

令
和
９
年
歌
会
始
の
お
題
お

よ
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

　
歌
会
始
は
、毎
年
１
月
に
宮
中
で
行
わ
れ
、

広
く
一
般
か
ら
詠
進
す
る
国
民
参
加
の
文
化

行
事
で
す
。

〇
令
和
９
年
の
お
題

　
「
旅
」と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

歌
に
詠
む
場
合
は「
旅
」の
文
字
が
詠
み
込

ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く「
旅
路
」、「
旅
籠
」、「
旅
愁
」

の
よ
う
な
熟
語
に
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

ん
。

〇
詠
進
の
期
限　

　
９
月
30
日（
水
）ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
、消
印
が
９
月
30
日（
水
）ま

で
の
も
の
を
有
効
と
し
ま
す
。

〇
詳
細
・
問
い
合
わ
せ

　
直
接
、宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、郵
便
番
号
、

住
所
、氏
名
を
書
き
、返
信
用
切
手
を
貼
っ
た

封
筒
を
添
え
て
、９
月
20
日（
日
）ま
で
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
詳
細
は
、宮
内
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）を
参
照

く
だ
さ
い
。

◎
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
１
０
０
‐
８
１
１
１　

　
東
京
都
千
代
田
区
千
代
田
１
‐
１

　
宮
内
庁
式
部
職
儀
式
第
二
係

※
封
筒
に「
詠
進
歌
」と
書
き
添
え
て
く
だ
さ

い
。
詠
進
歌
は
、小
さ
く
折
り
封
入
し
て
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

30
・
10
運
動
を
実
践
し
ま
し
ょ
う

　
日
本
の
食
品
ロ
ス(

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に

捨
て
ら
れ
る
食
品)

の
発
生
量
は
、令
和
5
年

度
で
４
６
４
万
ト
ン
に
の
ぼ
り
、特
に
宴
会
で

多
く
発
生
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、県
で
は
、食
品
ロ
ス
の
削
減
に

向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、宴
会
な
ど

で
の「
30
・
10(

さ
ん
ま
る
・
い
ち
ま
る)

運
動
」

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
歓
送
迎
会
な
ど
の
際

に
は
、幹
事
さ
ん
な
ど
か
ら
次
の
よ
う
な
呼
び

か
け
を
行
い
、「
30
・
10
運
動
」の
実
践
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

〇
乾
杯
前
後

　
「
最
初
の『
30
分
間
』は
、周
り
の
人
と
歓
談
し

な
が
ら
、席
を
移
動
せ
ず
に
料
理
を
楽
し
む
」

〇
お
開
き
前

　
「
も
う
す
ぐ
お
開
き
と
な
り
ま
す
が
、残
り『
10

分
間
』は
、自
分
の
席
に
戻
っ
て
料
理
を
食
べ
き
る
」

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
５
９
４

鹿
児
島
県
公
立
高
校
検
索
ガ
イ
ド

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、県
内
全
て
の
公
立
高

校
68
校
の
情
報
を
一
つ
に
集
約
し
た
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
高
校
へ
の
進
学
を
考
え
て
い
る
中
学
生
と

保
護
者
の
皆
さ
ん
、高
校
選
び
の
参
考
に
、ぜ

ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。（「
公
立
高
校
検
索
ガ
イ
ド
」で
検
索
）

〇
充
実
し
た
検
索
メ
ニ
ュ
ー

　
各
学
校
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、学
区
や
学
科
、制

服
紹
介
、学
校
紹
介
シ
ョ
ー
ト
動
画
な
ど
、充
実

し
た
検
索
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
本
県
の
公
立
高
校
の

新
し
い
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
各
高
校
の
情
報
を
大
幅
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト　

　
従
来
の
情
報
に
加
え
、「
入
試
情
報
」や「
部

活
動
」、「
進
路
状
況
」、「
学
校
行
事
」な
ど
、各

校
の
特
色
が
よ
り
詳
細
に
分
か
る
内
容
を
新

た
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
教
育
庁
高
校
教
育
課
高
校
振
興
係

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）５
３
７
４
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城
川
内
小
学
校
で
鰤
王
を
使
っ
た
学
校
料
理
教
室

盛
り
付
け
は
き
れ
い
に
で
き
た

　
１
月
27
日
、
城
川
内
小
学
校
（
廣
留
美
校
長
・

69
人
）
で
６
年
生
を
対
象
に
「
鰤
王
」
を
使
っ
た

学
校
料
理
教
室
が
あ
り
ま
し
た
。

　

児
童
ら
が
本
町
の
特
産
品
で
あ
る
「
鰤
王
」

の
調
理
を
と
お
し
て
地
域
の
食
文
化
を
理
解
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
東
町
漁
業
協
同
組
合
職

員
と
養
殖
業
者
会
会
員
が
共
同
で
講
師
を
努
め

ま
し
た
。

　
溝
添
太
陽
さ
ん
は
「
講
師
は
上
手
に
さ
ば
い
て

い
た
が
、
自
分
で
や
っ
て
み
る
と
難
し
く
力
が

入
っ
た
。
得
意
な
盛
り
付
け
は
き
れ
い
に
で
き
、

お
い
し
か
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

Ｂ
＆
Ｇ
拾
い
箱
設
置
お
披
露
目
会

き
れ
い
な
海
を
次
の
世
代
へ

　
１
月
31
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
蔵
之
元
艇
庫
で
「
Ｂ
＆
Ｇ

拾
い
箱
」
の
お
披
露
目
会
を
開
催
し
、（
公
財
）
Ｂ

＆
Ｇ
の
職
員
や
地
元
公
民
館
、
地
元
子
ど
も
会
な

ど
約
50
人
が
参
加
。
財
団
の
菅
原
悟
志
理
事
長
は

「『
拾
い
箱
』
を
活
用
し
て
、
次
の
世
代
の
た
め
に

こ
の
き
れ
い
な
海
を
残
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
拾
い
箱
は
、
海
に
訪
れ
た
誰
も
が
漂
着
ご
み
を

回
収
し
処
分
で
き
る
こ
と
を
目
的
に
、
同
財
団
が

製
作
と
設
置
費
用
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
披
露
後
、参
加
者
は
周
辺
の
海
岸
ご
み
を
回
収・

分
別
を
行
い
、
拾
い
箱
に
収
め
ま
し
た
。

赤
嵜
さ
ん
の
家
族
経
営
協
定
調
印
式

よ
り
高
品
質
な
牛
肉
を
提
供
し
た
い

　
１
月
28
日
、
農
業
の
経
営
方
針
や
役
割
分
担
な

ど
を
家
族
間
の
話
し
合
い
に
基
づ
き
取
り
決
め
る

家
族
経
営
協
定
を
、　
赤
嵜
清
さ
ん
（
赤
崎
・
写

真
左
か
ら
２
人
目
）
家
族
が
締
結
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
の
飯
田
満
穗
会
長
（
写
真
右
）

は
「
家
族
間
で
よ
り
良
い
経
営
を
お
願
い
し
た

い
。
息
子
さ
ん
に
は
、
今
後
の
経
営
で
積
極
的

に
意
見
を
出
し
、
決
断
と
責
任
を
学
ん
で
い
っ

て
ほ
し
い
」と
激
励
し
、息
子
の
基も
と
き輝
さ
ん
は「
よ

り
高
品
質
な
牛
肉
を
提
供
で
き
る
よ
う
家
族
一

丸
と
な
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」
と
決
意

表
明
を
し
ま
し
た
。

子
牛
の
初
競
り
開
催

生
産
と
販
売
の
両
面
で
前
進
し
た
い

　

２
月
３
日
、
出
水
中
央
家
畜
市
場
で
子
牛
の

初
競
り
が
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
25
の
農
家
が

出
品
し
ま
し
た
。
鹿
児
島
い
ず
み
農
業
協
同
組

合
の
京
田
堤
樹
常
務
が
「
牛
肉
の
消
費
拡
大
に

向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
し
、
今
年
一
年
、
生

産
と
販
売
の
両
面
で
着
実
に
前
進
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
去
勢
牛
１
４
９
頭
、
雌
牛
１
６
９

頭
の
計
３
１
８
頭
が
競
り
に
か
け
ら
れ
、
購
買
者

が
次
々
と
落
札
し
ま
し
た
。
最
高
価
格
（
税
抜
）

は
１
０
９
万
９
千
円
、
１
頭
当
た
り
の
平
均
価
格

は
70
万
１
千
円
で
し
た
。
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平
尾
保
育
園
で
豆
ま
き

鬼
払
い
で
き
ま
し
た　

２
月
３
日
、
平
尾
保
育
園
（
清
原
卓
英
園
長
）

で
節
分
の
豆
ま
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　
節
分
の
豆
ま
き
は
、
室
町
時
代
以
降
の
宮
中
行

事
が
起
源
と
言
わ
れ
、
魔ま

（
鬼
）
を
滅め

す
る
「
魔

滅
（
ま
め
）」
の
語
呂
合
わ
せ
で
豆
ま
き
を
行
う

よ
う
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
お
面
を
か
ぶ
っ
た
園
児
た
ち
が
「
鬼

は
外
」
の
発
声
に
合
わ
せ
て
豆
代
わ
り
の
柔
ら
か

い
ボ
ー
ル
を
鬼
に
投
げ
、鬼
を
払
っ
て
い
ま
し
た
。

　
永
田
梨り

さ咲
さ
ん
（
６
）
は
「
み
ん
な
で
ボ
ー
ル

を
投
げ
て
楽
し
か
っ
た
。
ボ
ス
鬼
が
来
た
け
ど
払

え
て
よ
か
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
原
子
力
防
災
訓
練

非
常
時
の
連
携
を
確
認

　
２
月
７
日
、
地
震
に
よ
る
重
大
事
故
を
想
定
し

た
令
和
７
年
度
鹿
児
島
県
原
子
力
防
災
訓
練
が
あ

り
ま
し
た
。
町
で
は
、
住
民
や
消
防
団
員
な
ど
が

参
加
し
、
屋
内
退
避
訓
練
や
原
子
力
防
災
ア
プ
リ

を
使
用
し
た
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
火
ノ
浦
地
区
が
孤
立
し
た
こ
と
を

想
定
し
、
海
上
自
衛
隊
船
舶
で
住
民
ら
を
小
島
港

か
ら
宮
之
浦
港
ま
で
輸
送
。
非
常
時
の
連
携
や
安

全
管
理
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
町
消
防
団
山
門
野

分
団
長
の
馬
場
豊
さ
ん
は
「
よ
り
実
効
性
の
高
い

訓
練
と
な
る
よ
う
消
防
団
と
し
て
も
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

平
尾
中
学
校
で
「
水
俣
病
か
ら
宝
物
を
伝
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

心
の
つ
ら
さ
が
伝
わ
っ
て
き
た

　
２
月
５
日
、
平
尾
中
学
校
（
小
島
士
郎
校
長
・

36
人
）
で
、
県
の
水
俣
病
学
習
支
援
事
業
の
一
環

で
行
わ
れ
て
い
る
「
水
俣
病
か
ら
宝
物
を
伝
え
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
出
前
授
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
水
俣
病
患
者
の
長
井
勇
さ
ん
（
出

水
市
）
と
松
永
幸
一
郎
さ
ん
（
水
俣
市
）、「
き
ぼ

う
・
未
来
・
水
俣
」
の
加
藤
タ
ケ
子
代
表
の
３
人

が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　
山
下
明あ
か
り里
さ
ん
（
２
年
）
は
「
講
話
を
聞
い
て

患
者
や
家
族
の
心
の
つ
ら
さ
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

普
段
の
生
活
の
あ
り
が
た
さ
が
分
か
っ
た
」
と
振

り
返
り
ま
し
た
。

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

全
て
の
人
が
生
き
や
す
い
世
の
中
に

　

２
月
７
日
、
町
文
化
ホ
ー
ル
で
子
育
て
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
町
内
の
小
・
中
学
校
の

家
庭
教
育
学
級
生
と
今
年
４
月
に
入
学
す
る
児
童

の
保
護
者
約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
講
師
を
務
め
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
す
の

木
自
然
館
の
石
神
愛
梨
さ
ん
は
、
先
天
性
両
肘
関

節
異
常
欠
損
で
日
常
生
活
を
す
べ
て
足
で
行
っ
て

い
ま
す
。
石
神
さ
ん
は
「
障
が
い
を
持
っ
た
か
た

は
か
わ
い
そ
う
な
人
で
は
な
い
。
み
ん
な
同
じ
。

全
て
の
人
が
生
き
や
す
い
世
の
中
に
な
る
よ
う
に

講
演
を
続
け
る
」
と
話
し
、
前
向
き
に
生
き
る
姿

を
紹
介
し
ま
し
た
。
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第
73
回
鹿
児
島
県
下
一
周
駅
伝
大
会

郷
土
路
で
も
力
づ
よ
い
走
り

川
床
中
学
校
ふ
る
さ
と
交
流
授
業

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

　
２
月
14
日
、
川
床
中
学
校
（
秦
一
成
校
長
・
48

人
）
で
ふ
る
さ
と
交
流
・
貢
献
学
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
の
人
と
の
交
流
を
と
お
し

て
、
地
域
貢
献
を
考
え
る
機
会
の
創
出
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
生
徒
ら
は
、
校
区
内
の
８
公
民
館

に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
火
ノ
浦
自
治
公
民
館
で
は
、
生
徒
４
人
が
参
加

し
、
特
産
品
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
使
用
し
た
肉
じ
ゃ

が
な
ど
を
地
域
住
民
７
人
に
教
わ
り
ま
し
た
。
福

原
聖せ
い
ら徠
さ
ん
（
２
年
）
は
「
地
域
の
人
と
話
せ
る

良
い
機
会
に
な
っ
た
。
も
っ
と
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
た
い
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

町
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業
公
演
「
ド
ラ
ム
・
タ
オ
」

最
高
に
楽
し
く
、
良
い
機
会

　
２
月
22
日
、
長
島
町
町
制
施
行
20
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、
和
太
鼓
を
中
心
と
し
た
音
楽
・
舞
台

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集
団
の
ド
ラ
ム
・
タ
オ
公
演
を

開
催
し
、
昼
・
夜
の
２
部
公
演
で
約
千
人
の
来
場

者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
開
演
前
、
川
添
町
長
は
「
本
日
の
公
演
を
み
な

さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
次
の
20
年
の
発
展
に

弾
み
を
つ
け
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。
公
演
後
、

ド
ラ
ム
・
タ
オ
の
世
界
観
に
浸
っ
た
福
元
莉
奈
さ

ん
（
鹿
児
島
市
）
は
「
道
中
、
長
島
の
景
色
も
き

れ
い
で
良
か
っ
た
。
ド
ラ
ム
・
タ
オ
は
最
高
に
楽

し
く
、
良
い
機
会
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
２
月
21
日
か
ら
25
日
ま
で
の
５
日
間
、
52
区
間

５
６
７・
５
㌔
を
競
う
第
73
回
鹿
児
島
県
下
一
周

市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
は
、
出
水
チ
ー
ム
選
手
と
し
て
、
山

下
真
太
郎
さ
ん
（
平
尾
出
身
・
鹿
児
島
実
業
高
校

３
年・写
真
左
上
）、田
ノ
上
尚
吾
さ
ん
（
菅
牟
田・

長
島
町
役
場・同
右
）
樋
渡
速
太
さ
ん
（
菅
牟
田・

同
・
同
左
下
）
の
３
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
郷
土
入
り
と
な
っ
た
２
日
目
は
、
雨
天
に
見
舞

わ
れ
な
が
ら
も
、
選
手
ら
は
力
強
い
走
り
を
見
せ

ま
し
た
。
郷
土
路
で
は
、
町
内
か
ら
も
多
く
の
観

客
が
駆
け
付
け
、
選
手
ら
を
応
援
す
る
姿
が
あ
り

ま
し
た
。



15 ｜　広報ながしま  2026年３月号    

　
１
月
14
日
か
ら
２
月
12
日
の
約
１

カ
月
間
、
Ｚ
Ｅ
Ｎ
大
学
（
学
校
法
人

日
本
財
団
ド
ワ
ン
ゴ
学
園
）
の
１
期

生
３
人
が
、
長
島
町
の
生
活
で
地
域

を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
渋
谷
日
和
さ
ん

が
企
画
・
受
け
入
れ
を
担
当
し
ま
し

た
。
同
大
学
は
、
令
和
７
年
４
月
に

開
学
し
た
実
学
に
特
化
し
た
完
全

オ
ン
ラ
イ
ン
の
大
学
で
、
国
内
外

１
０
０
以
上
の
地
域
や
企
業
と
連
携

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
、
学
生
た
ち
が
本
町
で
暮

ら
し
な
が
ら
、獅
子
島
に
あ
る
施
設
、

長
島
町
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
「
ス

マ
イ
ル
ア
イ
ラ
ン
ド
」
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
軸
に
実
施
。
宿
題
の

支
援
や
屋
外
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
な
ど

で
一
緒
に
遊
び
、
子
ど
も
た
ち
と
の

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
１
月
の
中
旬
か
ら
は
、
施
設
に
通

う
小
学
生
約
40
人
と
共
に
「
獅
子
島

ウ
ォ
ー
ク
」
の
参
加
者
に
向
け
た
獅

子
島
の
魅
力
を
伝
え
る
看
板
を
作
成

し
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

ス
キ
ル
を
生
か
し
て
デ
ザ
イ
ン
作
成

を
指
導
。子
ど
も
た
ち
は
、タ
ブ
レ
ッ

ト
の
操
作
方
法
を
教
わ
る
と
す
ぐ
に

習
得
し
、
思
い
思
い
の
獅
子
島
や
自

身
の
好
き
な
も
の
な
ど
を
看
板
に
表

現
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
５
カ
所
に
設
置
さ
れ
た

看
板
を
立
ち
止
ま
っ
て
鑑
賞
す
る
参

加
者
の
姿
も
多
く
、
活
気
あ
ふ
れ
る

獅
子
島
の
様
子
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
施
設
で
の
活
動
の
ほ
か

に
も
、
学
生
た
ち
は
、
島
の
暮
ら
し

を
体
験
。
繁
忙
期
で
あ
る
甘
夏
収
穫

や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
収
穫
に
も
挑
戦
し
、

町
民
と
深
く
関
わ
り
な
が
ら
長
島
の

一
次
産
業
や
暮
ら
し
を
体
感
し
ま
し

た
。

　
最
終
日
の
２
月
12
日
、
学
生
た
ち

は
、１
カ
月
の
活
動
報
告
を
行
い「
地

域
と
の
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
、
⼦
ど
も
た
ち
と
の
交
流
な

ど
、
密
度
の
濃
い
１
カ
月
で
、
個
人

で
は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
経
験
が
で

き
た
。
来
年
の
獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
で

は
、
子
ど
も
た
ち
と
再
会
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」と
発
表
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
て
渋
谷
さ
ん
は

「
学
生
と
子
ど
も
の
双
方
に
と
っ
て

刺
激
あ
る
１
カ
月
だ
っ
た
と
思
う
。

高
校
の
無
い
町
で
も
、
大
学
生
が
学

び
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
長
島
町
に
関
わ
る
学

生
を
迎
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

獅
子
島
キ
ッ
ズ
×
大
学
生
の
１
か
月

↑作成した看板の一部↑作成した看板の一部

獅子島ウォークに参加した学生と児童獅子島ウォークに参加した学生と児童
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カフェーの帰り道 豊臣秀長完全ガイド

著／嶋津輝

　大正から昭和にかけ、女給とし
て働いた “百年前のわたしたちの
物語”

　主人公・秀長を中心に「時代背
景」「人物関係」など全方位から
解説した本。

冬
至
過
ぎ
日
足
伸
ぶ
れ
ば
夕
食
も
遅
く
な
り
た
り
ま
る
で
日
時
計

顔
中
を
マ
ス
ク
で
覆
ふ
幼
孫
わ
れ
に
小
声
で
痛
み
を
問
ひ
ぬ

春
寒
く
山
は
息
吹
を
ひ
そ
め
お
り
登
り
し
頃
を
な
つ
か
し
思
う

パ
チ
ン
パ
チ
ン
と
爪
切
る
人
の
顔
貌
は
昔
の
幼
顔
と
わ
れ
の
そ
れ

小
林 

　
貢

小
林
如
月

母
木
良
平

川
島
輝
文

町
田
末
則

坂
之
下
典
子

米
尾
和
子

中
仮
屋
辰
子

後
藤
ヨ
シ
エ

待
ち
わ
び
る
桜
前
線
北
国
へ
日
本
列
島
春
は
爛
漫

雪
が
舞
う
遠
い
昔
の
麦
踏
み
を
想
い
出
し
て
は
手
に
息
吹
く

懐
か
し
き
銀
座
ホ
コ
天
ジ
ー
パ
ン
長
髪
サ
ン
グ
ラ
ス
恥
多
き
日

こ
の
年
で
車
運
転
気
に
な
れ
ど
空
飛
ぶ
車
も
っ
と
気
に
な
る

考か
ん
がへ

る
限か

ぎ

り
な
い
事こ

と

本ほ
ん
と
う当

だ
二に

ど
な
い
こ
と

度
何
事
だ
忘わ

す

れ
な
い
の
よ

本
堂
に
響
く
読
経
や
淑
気
満
つ

一
月
の
雲
は
動
か
ず
、
日
本
晴 

嬰
の
名
を
悠
陽
と
名
付
け
初
日
の
出 

永
陽
の
海
峡
突
っ
切
る
異
国
船 

寒
晴
れ
や
富
士
を
見
下
す
窓
の
席

坂
口　
　

子

山
嵜
加
代
子

二
階
堂
妙
子

関　

喜
久
雄

大
堂　

正
弘

こ
の
里
に
七
所
粥
の
子
が
ふ
た
り 

華
美
に
せ
ず
母
新
年
の
身
繕
ひ 

新
年
や
０
時
に
合
は
す
掛
時
計 

初
鏡
長
寿
の
母
の
髪
を
と
く 

初
句
会
披
講
の
前
の
深
呼
吸

淵
脇　
　

護

白
男
川
孝
仁

関　

佳
代
美

大
堂　

早
苗

迫
口　

君
代
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編
集
後
記

　
２
月
３
日
の
豆
ま
き
は
、
平

尾
保
育
園
へ
取
材
に
伺
い
ま
し

た
。
豆
の
代
わ
り
の
柔
ら
か
い

ボ
ー
ル
を
楽
し
く
投
げ
合
っ
て

い
た
園
児
た
ち
で
し
た
が
、
鬼

の
登
場
で
場
が
一
変
。
年
長
さ

ん
た
ち
は
、
鬼
を
追
い
払
う
べ

く
、
懸
命
に
ボ
ー
ル
を
鬼
に
向

か
っ
て
投
げ
、
年
少
さ
ん
く
ら

い
の
園
児
ら
は
恐
怖
に
振
る

え
、
泣
く
子
や
物
陰
に
潜
ん
で

様
子
を
伺
う
子
な
ど
様
ざ
ま
で

し
た
。
鬼
払
い
が
終
わ
り
、
興

奮
冷
め
や
ら
ぬ
子
ど
も
た
ち
は

ボ
ー
ル
を
持
っ
て
縦
横
無
尽
に

駆
け
回
り
、
カ
メ
ラ
の
お
じ

ち
ゃ
ん
も
投
的
で
す
。
お
か
げ

で
い
い
写
真
が
取
れ
ま
し
た
。

大
西　
洋
介

◆
訂
正
と
お
詫
び
◆

　
「
広
報
な
が
し
ま
」
２
月
号

の
「
お
知
ら
せ
カ
レ
ン
ダ
ー
３

月
」
３
月
29
日
（
日
）
休
日
当

番
医
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）
長
島
調
剤
薬
局

（
正
）
長
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
訂
正
し
て
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

個
人
情
報
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。



3月号
［No.240］

令和８年

2026年3月12日木曜日 発行

問い合わせ先
長島花のまちづくり協議会　

（役場水産景観課内）　
☎（86）1137［直通］

　

今
年
も
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
が
次
の
と
お
り
開
催
さ

今
年
も
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
が
次
の
と
お
り
開
催
さ

れ
ま
す
。

れ
ま
す
。

【
メ
イ
ン
会
場
（
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
）】

【
メ
イ
ン
会
場
（
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
）】

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
寄
せ
植
え
と
各
イ
ベ
ン
ト
で
皆
さ
ま
を

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
寄
せ
植
え
と
各
イ
ベ
ン
ト
で
皆
さ
ま
を

お
迎
え
し
ま
す
。

お
迎
え
し
ま
す
。

【
町
内
全
域
の
国
道
・
県
道
沿
い
】

【
町
内
全
域
の
国
道
・
県
道
沿
い
】

　

キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
を
は
じ
め
と

　

キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
を
は
じ
め
と
し
た
色
と
り
ど
り
の
癒
し

し
た
色
と
り
ど
り
の
癒
し

の
花
ば
な
が
皆
さ
ま
を
お
迎
え
し
ま
す
。

の
花
ば
な
が
皆
さ
ま
を
お
迎
え
し
ま
す
。

第第
1616
回回

夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ

夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ

【
会
場
】　

・
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘

・
ぐ
る
っ
と
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

【
開
催
期
間
】　
　

 

３
月
28
日
（
土
）～
４
月
30
日
（
木
）

【
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
会
場
イ
ベ
ン
ト
】

●
３
月
28
日
（
土
）午
前
９
時
～

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

●
３
月
29
日
（
日
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

ゴ
ー
カ
ー
ト
、セ
グ
ウ
ェ
イ
の
試
乗

●
４
月
５
日
（
日
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

・
ゴ
ー
カ
ー
ト
の
試
乗

・
バ
ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　
（
バ
ル
ー
ン
プ
レ
ゼ
ン
ト
・
無
料
）

●
４
月
12
日
（
日
）

　

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
フ
ェ
ス

●
４
月
19
日
（
日
）午
前
９
時
～
午
後
３
時
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●
４
月
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日
（
日
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前
９
時
～
午
後
３
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第
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い
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（
同
時
開
催
・
問
い
合
わ
せ
先
：
役
場
農

政
課
☎
（
86
）１
１
３
６
［
直
通
］）

昨年の花フェスタ会場昨年の花フェスタ会場



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力くださ

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

い。
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　３月のお知らせカレン
ダー（３月 29 日（日））
に誤りがありました。

【正】
　長島クリニック 88-6405

【誤】
　長島調剤薬局 64-5555

■資源ごみ・燃えないごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ　　　　　　

　（獅子島）

◎乳児健診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

　

〇整形外科ばばぐちクリニック 64-8260
〇林胃腸科外科 73-3639
〇福田クリニック 79-3775
◇しみずこども医院 68-0633
□フタヤ薬局 67-5253
□会営薬局阿久根店 72-5060
□すくすく薬局 72-5010

■燃やせるごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

■燃えないごみ
（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
　　（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

◎ 1 歳６カ月健診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

　　　　　

〇長島クリニック 88-6405
〇出水病院 62-0419
〇境田医院 67-2600
〇福田クリニック 79-3775
◇出水総合医療センター 67-1611
□エンジェル薬局 65-7637
□さすえ薬局 88-6011
□会営薬局 64-8280

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ　　　　　　
　（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（獅子島）

〇こどもクリニック永松 64-1500
〇内山病院 73-1551
〇福田クリニック 79-3775
◇こどもクリニック永松 64-1500
□かしま薬局 63-3970
□本町薬局 73-3233

■燃やせるごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

■燃えないごみ
（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

■びん・有害　（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

　　　　　　

■燃やせるごみ・天ぷら油
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

〇出水眼科 62-8350
〇しみずこども医院 68-0633
〇福田クリニック 79-3775
◇しみずこども医院 68-0633
□クレモア薬局 63-5401
□すくすく薬局 72-5010

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

�

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

昭和の日

〇かじわら内科クリニック 63‐8300
〇いまむらクリニック 73-1700
□五万石薬局 63-8800
□市民調剤薬局 68-0150

■燃やせるごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！
● 4 月 29 日は昭和の日です
　激動の日々を経て、復興を遂げた昭和の時代を顧み、国の将来に思いをい
たすことを趣としています。
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